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様式３

　論文内容の要旨

近年、多くのサービスがクラウドコンピューティングによって提供されているが、クラウドデータセンターとの高い
通信遅延や通信トラヒックの増大が問題となっている。そこで、ユーザの近くでデータを処理することができるエッ
ジコンピューティングが注目されている。エッジコンピューティングでは、小規模なデータセンター（以下、マイク
ロデータセンター）をユーザーの近くに配置し、サービスに対する処理を行う。ただし、マイクロデータセンター
は、大規模なクラウドデータセンターに比べて保有資源（CPU や GPU 等）が少ないという問題があり、多くのサー
ビスタスクを実行するためには、限られた資源の効率的な利用が必要となる。本論文では、効率的な資源利用に有用
なアーキテクチャである、resource disaggregation に着目し、resource disaggregation を適用したマイクロデー
タセンター（以下、リソース分離型マイクロデータセンター（µDDC）と呼ぶ）によって、多数のサービスタスクを同
時に実行できるマイクロデータセンターを構成する。
　 µDDC においてタスクを実行するとき、タスクの実行資源間でネットワーク通信が発生する。このような通信の頻
度は高いため、資源間の通信遅延はサービス性能に大きな影響を与える。そこで、低遅延かつ高帯域で安定通信がで
きる光インターコネクトが有用である。しかし、資源間の通信遅延はインターコネクトにのみ依存せず、資源割当や
ネットワークトポロジにも依存する。そこで、本論文では、多くのタスクを実行できる µDDC を構成するための資源
割当手法とネットワークトポロジを提案する。
　まず、多数のタスクを同時に実行するために、性能要求を満たしながら将来のタスクに必要な資源をできるだけ残
す資源割当手法 RA-CNP を提案し、その有効性を評価する。その結果、従来の手法においてタスクの棄却が発生する
環境においても、RA-CNP は棄却を 0 に抑えることができることを示した。
　次に、柔軟な資源割当を可能とするために、性能要件を満たす通信が可能な資源ペアを多く持つ光ネットワークト
ポロジ設計を提案する。RA-CNP を用いた資源割当評価によって、提案したネットワークトポロジ設計は、従来の
ネットワークトポロジと比較してタスクの資源割当の棄却を 50% 以上削減できることを示した。
　最後に、各タスクの割当資源数を最適化するために、RA-CNP を拡張する。本論文では、深層学習モデルの分割に
よる並列実行に着目し、分割を最適化することで各タスクに割り当てられる資源数を最適化する。評価の結果、提案
手法は同時実行できるタスクの数において、従来手法よりも最大30%改善できることを示した。
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